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１．概要（Summary） 

細胞の力学特性は、その生物学的機能に依存して変

化する。近年、この特性を利用して、疾患細胞の進行

度を力学特性から診断する方法が期待されている。 

 個々の細胞の力学特性は、同種かつ同状態であって

も大きなばらつきを有する。したがって、高精度の診

断を行うためには、測定する細胞の状態を可能な限り

制御することが求められる。本課題では、細胞形状を

制御できる細胞パターニング基板を作製し、単一細胞

力学診断法への適用を行った。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

電子ビーム描画装置 ELS-3700、両面マスクアライナ

MA-6、スパッタ  SPF-210H、EB 加熱・抵抗加熱蒸着

装置 EBX-8C 

【実験方法】 

スパッタまたは EB 加熱抵抗加熱蒸着装置を用いて、

ガラス基板上に金・クロム蒸着膜を形成し、電子ビーム描

画装置により作製したマスク等を用いて、両面マスクアラ

イナおよびその後のエッチング処理によりマイクロパター

ン基板を作製した。作製したマイクロパターン基板は、多

数の細胞が独立に培養できるサイズになっており、細胞

の運動性を制限し、細胞形状を制御しながら、細胞力学

診断測定が可能である。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

原子間力顕微鏡（AFM）を用いて、パターニングした細

胞の力学診断測定を行った結果、細胞パターニングによ

り、細胞診断能が向上する。特に、細胞力学特性として、

細胞弾性率の周波数特性を評価することにより、細胞診

断能が向上することが分かった。また、AFMプローブによ

る細胞押込みにおいて、押込み時間により、細胞数分布

が変化することが分かった。このことは、単一細胞レベル

の診断が可能であることを示唆する。以上のように、細胞

パターニング基板を用いることにより、細胞力学診断を高

精度に行うことができた。今後は、各細胞種に適した細胞

パターニング基板の形状の最適化を行う。 
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